
豆
安
信
よ
り
・
宮
間
治
部
左
術
門
知
政
の
も
と

へ
笥
伎
を
以

て

寄

が
公
へ
降
り
準
仕
せ
ん
都
を
蝿
付
す
。
長
政
印
ち
村
井
と
脊
総
L
・

公
へ
献
献
す
。
創
設
紀
七
閤
芯
陀
峨
v
之
。

一
訟
に
は
・
菊
池
父
子

成
政
に
恨
あ
る
旨
‘
村
井
文
兵
術

附
時
間
し
、
中
部
士
小
林
・
屋
後
を
以

て
菊
地
主
引
く
に
菊
池
誓
言
を
献
じ
降
る
と
あ
り
。
さ
て
腕
干
伊

夏
、
出
血
長
元
年
先
v
父
病
死
、
共
の
夜
桜
の
論
有
v
之
。
右
衛
門
入
道
は

O
遺

月

事

此
の
，
U
7
は
.
菊
池
氏
の
邸
内
に
あ
る
離
の
}
也
。
此
の
本
も
と
郭
傘
昌

興
が
自
愛
せ
し
観
月
本
な
り
し
が
、
元
蘇
六
年
に
昌
興
能
登
図
鹿
嶋

郡
津
向
浦
へ
配
流
せ
ら
れ
、
究
永
二
年
途
に
配

mk波
せ
し
ゅ
・1
.

奴
月
亭
も
帥
恨
の
和
的
邸
に
荒
果
て
居
た
る
を
・
菊
池
十
六
部
老
名
秋

金
海
古
蹟
志
世
廿
凶

氏
に
次
で
の
家
系
な
る
が
放
に
、
北
ハ
の
家
組
左
る
お
術
門
入
道
の
仰

を
ば
変
陀
織
す
。

事
、
前
十
郎
は
十
六
郎
が
都
民
て
‘
後
伊
豆
と
呼
べ
り
。
葉
区
十
四

年
密
政
剥
舎
に
、
射
水
郡
阿
尾
村
古
披
跡
菊
池
入
道
関
月
居
住
之
由

巾
仰
。
と
あ
り
て
、
入
道
後
名
を
閑
月
と
呼
べ
る
獄
。
菊
池
氏
は
長

披
州
紫
叫
叫
へ
退
去
す
。
と
い
へ
り
o
按
や
る
に
、
七
回
志
花
、
菊
池

伊
豆
守
武
勝
・
岡
山
市
十
郎
安
信
と
あ
り
。
伊
豆
守
は
右
衛
門
入
道
が

の
迷
な
る
.
へ
し
。
早
く
心
月
E
照
ら
し
て
明
ら
め
宇
ん
ば
あ
る
べ
か

ら
宇
。
凡
世
に
経
隠
す
る
事
‘
上
祉
の
賢
人
だ
も
品
川
H
E
を
難
し
と
す
。

況
干
潟
世
の
下
肢
是
主
以
て
安
し
と
せ
ん
や
。
や
ミ
も
す
れ
ば
忘
却

し
て
必
喋
止
む
市
中
な
し
。
鳴
呼
月
の
曇
る
と
酬
明
る
h

と
風
雲
に
踏
へ

り
。
人
の
祭
衰
は
天
命
K
任
す
ら
ん。

さ
れ
ば
.
今
日
を
以
て
明
日

を
謀
る
恐
な
り
と
い
は
ん
。
所
跡
叫鋭
a
絞
月
-
而
倍
幽
関
之
皆
師
時
偲
a

松
風
-而制
ゲ
浮
世
之
心
緒
-
K
は
し
か
じ
。
袋
に
近
頃
方
丈
の
茅
屋
E

い
と
友
み
.
仕
詮
の
椴
師
甘
く
世
邸
主
挑
は
ん
と
.
此
陀
至
り
て
古
資

の
叫
酬
を
鋭
ひ
て
、
共
の
祭
む
べ
き
郡
を
務
げ
て
庄
の
左
右
陀
銘
じ
‘

自
ら
の
恨
と
す
。
悶
り
て
月
の
盈
胞
を
観
じ
、
世
の
浮
沈
を
明
ら
む

-~ 

県
幸
ひ
途
に
金
書
官
中
能
は
や
，
。
凡
礼
共
節
の
有
さ
ま
也
。
然
れ
ど
も
好

夫
が
如
き
.
共
と
と
は
り
を
悟
ら
や
'。
菩
を
聞
き
て
は
千
磁
の
憶
を

止
し
‘
援
を
聞
き
て
は
我
が
身
ひ
と
つ
の
都
と
す
o

mv止
に
迷
へ
る
中

迎
、
商
人
よ
hν
民
取
り
て
我
が
兆
中

へ
移
し
‘
名
主
遮
月
串
と
せ
り
。

観
月
庄
中
紀

月
は
千
円
h
の
形
な
し
。
日
陀
駈
っ
て
み
ち
、
日
陀
陥
っ
て
胞
〈
。
人

世
も
ま
た
斯
の
ど
と
し
。
或
は
時
を
俳
勢
ひ
陀
趨
る
も
の
あ
り
と
見

し
も
、
俄
陀
モ
の
路
を
失
ひ
.
或
は
共
門
業
繁
栄
版
ふ
と
い

へ
ど
も
.

御
宿
所

態
e
令
ν
申
候
。
例
今
度
乎
柄
友
る
首
尾
.
被
v
令
v
剛刷=勝
手
一
御
部
、
外

4a

，-E-

阿
賀
俄
施
一-面
目
-
候
。
誠
証
…
ι
比
類
-
働
北
九
候
。
殊
上
之
御
人
数
賀
州
一

固
に
充
満
し
‘
野
山
も
不
ν
分
併
候
。
帥
制
而
此
表
よ
り
抑
入
、
不
v
移
a
時

在
-者
也
。
仇
起
請
文
如
ν
件。

天
正
十
三
年
七
月

H
八
日

菊

右

入

道

殴

同

十

六

郎

殿

前

え

左

利

家

血
判

候

m.
如
己一
一
此
間
"私
宅
に
可
ν
被
ν
居
候
事
。

一
、
揚
山
か
、
守
山
か
、
雨
所
K
一
所
可
a
中
談
-都。

右
之
僚
L
K

若
於
a
偶
者
一
上
者
党
天
帝
開
師
、
下
凹
天
王
・縁
日
本
図
中

大
小
一
脚
紙
.
取
分
愛
清

白
山

八
柿
大
草
ロ
醗
-
目
先
月
光
、
凱
は
氏

紳
各
御
例
議
・
今
生
陀
而
者
自
癒
県
市
制
受
・
来
世
に
而
者
無
間
可
a
殴

金
溜
古
蹟
志
品
世
廿
凶

一

以
z
往
付
-
申
談
知
行
方
之
事
、
以
来
共
相
逮
有
間
数
事
。
縦
知
行

方
御
剖
鋭
被
v
也
候
北
ぺ
共
方
へ
巾
融
制
候
知
行
方
、
梨
及
a
御
断
-
知
行

さ
せ
可
ν
申
都
。
付
、
自
然
此
翻
俄
ほ
ぐ
れ
候
は
ピ
.
右
如
=巾
熊
一
於
=

宙
関
-
念
度
か
、
え
可
v
巾
候
事
。

一
、
秀
吉
線
御
判
形
、
縦
時
日
延
候
共
、
頂
滋
さ
せ
可
ν
中背中
。

一
、
共
方
居
披
以
来
共
料
迷
有
問
敷
候
事
。
付
‘
共
方
法
休
之
儀
に

御
宿

以
上
山
通
共
‘
皆
天
正
十
三
年
也
。
=
一
州
志
槌
臨
時
飴
考
陀
一
式
ム
。
天

五
十
三
年
越
中
射
水
郡
阿
尾
城
主
豹
他
右
術
門
入
道
武
勝
・共
犯
伊

候
問
、
結
何
者
翁
と
存
・
不
ν
能
主
ハ
儀
-
候
。

ザ
一
相
御
才
先
に
も
可
ν
成
子

制
候
は
ピ

・
御
分
別
此
節
候
。
人
々
跡
に
御
成
候
而
者
、
如
何
与
行

事
陀
候
。
態
委
不
z
中
入
-
候
。
恐
々
鵠
言
。

十
一
月
八
日

菊

右

入

道

殿

手IJ

家

キリ

屋

代
十
六
郎
殿
御
宿
所

共
後
者
念
削
陀
付
而
無
昔
、
御
床
敷
候
。
今
度
之
鈴
飢
如
何
見
付
候

や
。
御
家
中
に
も
端

々
申
者
有
ν
之
俄
に
候
。
大
形
相
究
筋
も
御
入

候
3

品
目
老
之
山
山
者
、
前
溢
よ
り
不
ν
混
a
自
飴
-
巾
融問都
民
候

m.
此
則

談
合
巾
度
存
候
へ
ど
も
・
彼
方
丈
夫
に
質
物
等
を
も
紋
i

一
地
位
田候
山

日
-可
a
討
叩子
事
、
不
ν
可
ν
有
ν
程
候
。
今
日
則
闘
白
級
へ
も
御
託
逃
巾
上

侠
庖
K
.
不
a
大
形
-
可
ν
再田
昌御
梢
足
一候
。
今
朝
共
方

へ
も
筋
ν
純
可
ν
令
v

巾
路
、
き
ほ
ひ
に
取
紛
延
引
候。

何
事
も
矧

i

耐
之
時
-
候
。
恐
三
位

言。

八
月
十
二
日

菊
右
衛
門
入
道
殿

前
叉
左

-~ ，、

手リ

家

*1] 




